　平成２６年度　第１回鶴岡市高齢者虐待防止等連絡協議会会議録
日時：平成26年10月31日(金)　午後2時～4時

会場：第三学区コミュニティセンター大ホール

１．開 会
２．挨 拶

３．委員自己紹介

４．会長、副会長の選任について　　

５．報告・協議等
　（１）鶴岡市高齢者虐待防止等連絡協議会について　　【資料１】

（２）　平成２６年度本市の虐待の対応状況について　
　　　　●高齢者　【資料１】
　　　　●障害者　【資料２】
～質疑応答～

委員　　高齢者と障害者の施設での虐待の内容は。また、今後の高齢者虐待等への啓発事業の取り組み状況は。男性の介護教室等は継続していくのか。
事務局　　高齢者虐待についてはグループホームであり、通報は施設の代表者から連絡があった。利用者の夜間の転倒が発生し、代表者の方が疑問に思い、施設を見回った。代表者の目撃によると、声をあらげたりおむつ交換時に手を払いのけるような不適切な行為があったということだった。施設では職員への指導、家族会等への説明を行った。
事業については、社会福祉士、市の担当と協議して年間計画を決めている。24年25年と続けて実態調査と男性の介護教室を実施したので、26年度は成年後見制度について周知を図るため事業を実施。来年度以降は被虐待、成年後見人制度等の啓発、実態調査の必要性などを協議しながら進めていく。

事務局　　障害者の方は、就労支援施設で利用者に対して施設の職員が暴言、暴力をふるうことがあった。作業の仕方が悪いということで顔をたたいたり手をたたいたりしていた。また、利用者の方が不安な状態になったときに中庭に閉じ込めるという虐待があった。
委員　　高齢者虐待について、資料3ページに被虐待者と虐待者の分離の有無が載っているが、この対応は誰が行っているのか。　　　　　　
事務局　　相談、通報を最初に受けるのは各包括支援センター。基本的には包括支援センターで対応しているが、ケースの内容や、緊急性があるかないかを判断して、必要に応じて市に相談している。
（３）平成２６年度上半期事業報告について　　
委員　　成年後見制度の研修会に参加して、詳細にわたって学べてよかったという声があった。参加されなかった方からは成年後見制度について誤解などがあると感じた。受け手と支援の側と一緒に活動できたらいいと思う。
　　　委員　　今回は一般向けを想定して行い参加者が少なかったが、一般市民向けと施設従事者向けを分けて行った方がいいと思う。一般向けはどうしても参加者が少ないが、毎年続けることで周知が広がると思う。　　
　　　委員　　成年後見制度というテーマではなかなか人が集まりにくいと思うが、事務局としてはどう考えているか。
　　事務局　　成年後見制度、権利擁護や、高齢者虐待は一般市民にとって深刻な問題ではあるが、なかなか人が集まるような事業ではないので、各包括支援センターでは地域のサロンの機会など利用して啓発を行っている。今回の事業は一包括支援センターでは実施困難な専門職の講演、無料相談会などを中心としたものである。今後も包括単位で実施可能な地域での啓発活動と市全体を対象とした啓発活動の実施を検討したい。

　　　委員　　県弁護士会で受けている成年後見が150件ほどある。裁判所で不正があったと思われる方の仕事を一旦止めて弁護士に職務代行を行っている件数も増えてきている。裁判所が、成年後見人の不正に対して厳しくなってきている。成年後見人の受け皿も少なくなってきている感じがする。
（４）虐待等の事例について
～質疑応答～

　　　　　　　　
６．情報交換・その他
　○県の高齢者虐待の状況について　
　○平成26年2月17日の協議会で事例検討したケースのその後について　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上

